
コルドバ家
か

族
ぞ く

とすごした 
クリスマスイブ

マリシエロもわたしも， 
たった一

ひと

つのプレゼントしかありませんでした。 
どうやってそれを分

わ

け合
あ

えばよいのでしょう。

イ
ラ
ス
ト
／
ク
レ
ー
グ
・
ス
テ
ー
プ
リ
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こ
ど
も

ハニー・タリア・カベル・ロスノ
本
ほん

当
とう

にあったお話
はなし

をもとに書
か

かれました。

「わたしの兄
きょう

弟
だい

である 
これらの最

もっと

も小
ちい

さい者
もの

のひとりにしたのは， 
すなわち，わたしにしたのである。」 

（マタイ 25：40）

買
か

い物
もの

を終
お

えたわたしたちは，コル
ドバ家

か

族
ぞく

のところに向
む

かいました。
わたしはマリシエロの手

て

を取
と

って，ドア
に向

む

かって歩
ある

きました。
コルドバしまいがわたしたちを見

み

て，
外
そと

に出
で

て来
き

てだきしめてくれました。
「まあおどろいた。うれしいわ！ どうぞ
入
はい

って，すわってちょうだい」とかの
じょは言

い

いました。わたしたちが中
なか

に
入
はい

ると，コルドバしまいはお母
かあ

さんの
手
て

をにぎりしめ，わたしのかたをたたき
ました。「ローランドもむすめたちも，
あなたたちに会

あ

えてきっと喜
よろこ

ぶわ」と
言
い

ってくれました。
家
いえ

の中
なか

は，ゆかがはられておらず，土
ど

間
ま

（土
つち

がしかれたじょうたい）になっていま 
した。電

でん

気
き

もなく，ろうそくしかありま 
せん。コルドバ家

か

族
ぞく

のことを考
かんが

えると，わ
たしは少

すこ

し悲
かな

しくなりました。もっと助
たす

け
てあげられたらよかったのにと思

おも

いました。
でもお母

かあ

さんは，土
ど

間
ま

もろうそくも目
め

に
入
はい

っていないようです。ただ，コルドバし
まいと一

いっ

緒
しょ

にいられてうれしそうでした。
「みなさんにフェリス・ナビダッド

（スペイン語
ご

で「メリークリスマス」）
と伝

つた

えたくて来
き

たのよ。」お母
かあ

さんが
言
い

いました。「友
とも

達
だち

でいられてうれし
いわ。」  お母

かあ

さんが食
た

べ物
もの

とプレゼ

ントをコルドバしまいにわたすと，しま
いはにっこりしてお礼

れい

を言
い

いました。
ローランドとマデリーン，そしてラケル

が別
べつ

の部
へ

屋
や

から走
はし

って来
き

て，あいさつ
しました。マリシエロはわたしの足

あし

にま
とわりついて，にこにこしていました。
ローランドがおかしな顔

かお

をしてみせる
と，マリシエロは声

こえ

を出
だ

して笑
わら

いました。
すぐに，全

ぜん

員
いん

が話
はな

したり，冗
じょう

談
だん

を言
い

い
合
あ

ったり，笑
わら

ったりしました。
「自

じ

分
ぶん

たちだけでゲームをするより，
ずっといいわ」と思

おも

いました。来
き

て良
よ

かったと思
おも

いました。たくさんのもの
を分

わ

け合
あ

うことができなくても，それ
で良

よ

かったのです。土
ど

間
ま

でもかまい
ません。クリスマスは，わたしたちが
何
なに

を持
も

っているかは関
かん

係
けい

ないのです。
ただ一

いっ

緒
しょ

にいることが大
たい

切
せつ

なのです。
帰
かえ

るじゅんびができたとき，コルド
バしまいはもう一

いち

度
ど

わたしたちをだき
しめて，「本

ほん

当
とう

にありがとう」と言
い

って
くれました。声

こえ

はふるえ，目
め

にはなみだ
があふれていました。わたしはつま先

さき

立
だ

ちをして，コルドバしまいのほおに
キスをしました。
「フェリス・ナビダッド」と言

い

いながら。
■
このお話

はなし

を書
か

いた人
ひと

はペルーに住
す

んでいます。

イ
ラ
ス
ト
／
ク
レ
ー
グ
・
ス
テ
ー
プ
リ
ー 

クリスマスイブになりましたが，わ
が家

や

の小
ちい

さなツリーの下
した

には，
たった二

ふた

つのプレゼントしかありま 
せんでした。一

ひと

つは 2 才
さい

の妹
いもうと

，マリシ
エロの，そしてもう一

ひと

つはわたしので
した。「お金

かね

がないから，これだけ
ね」とお母

かあ

さんが言
い

いました。
そのばん，お母

かあ

さんが『リアホナ』か
ら，プレゼントが一

ひと

つもなかったクリス
マスのお話

はなし

を読
よ

んでくれました。それ
を聞

き

きながら，わたしは幸
しあわ

せで平
へい

安
あん

な
気
き

持
も

ちを感
かん

じました。プレゼントが
たった一

ひと

つしかなくても，それほど大
たい

し
たことではないかもしれません。そのと
きお母

かあ

さんが言
い

いました。「クリスマス
イブに，いつものようにゲームをするの
ではなくて，ワードの家

か

族
ぞく

にプレゼント
を持

も

って行
い

くっていうのはどうかしら。」
「でも，何

なに

をあげるの？」とたずねると，
「そうね，少

すこ

しは分
わ

けてあげられるもの
があるわ」とお母

かあ

さんは言
い

いました。
わたしは二

ふた

つのプレゼントを見
み

つめ，
それからかべにかかったイエス様

さま

の絵
え

を
見
み

ました。「きっと，イエス様
さま

なら，持
も

っ
ているものを分

わ

けてくださるはずね。」
わたしたちは，どの家

か

族
ぞく

を訪
ほう

問
もん

するべ
きかいのりました。その年

とし

，わたしたち
の知

し

っているたくさんの家
か

族
ぞく

が，あまり
めぐまれないじょうたいでした。いのっ
た後

あと

，コルドバ家
か

族
ぞく

を訪
ほう

問
もん

するべきだと
感
かん

じました。 3 人
にん

の子
こ

どもがいて，お父
とう

さんは仕
し

事
ごと

がなくなったばかりです。
わたしたちはお店

みせ

に行ってパネトン
（クリスマスのパン）と，焼

や

いたチキン
と，小

ちい

さなプレゼントを3 つ買
か

いました。
楽
たの

しみながら選
えら

びました。お母
かあ

さんは
持
も

っていたお金
かね

を全
ぜん

部
ぶ

，ペルーのお金
かね

で
およそ30ペソ（約

やく

1,000 円
えん

）使
つか

いました。
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